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1.  はじめに
　ヒメマルカツオブシムシ Anthrenus verbasci は
甲虫目カツオブシムシ科に属し、世界中に分布して
いるカツオブシ類の一種である 1）。幼虫は乾燥した
動物性蛋白質を好むが、植物性ステロールの利用能
力を持ち 1）、乾燥した物質であれば何でも食してみ
るという習性を持つ 2）。屋外では鳥の巣やカマキリ
の卵から見つかっている 3）。屋内では主に衣類繊維
や一部の食品を摂食するため衣類害虫や貯穀害虫と
して知られている 1）。通常は 1 年に 1 回の発生であ
るが、栄養状態によっては幼虫の状態で 2 年以上生
存するものもいる 4）。
　さらに本種は、化学性繊維（以下、化繊と呼ぶ）
なども摂食すること 1）、嗜好性が羊毛、絹、化繊の
順に高いことが知られており 5）、食害抑制に関する
研究もおこなわれている 6）。したがって、それらの
防除のために幼虫の行動・生態を明らかにすること
は重要である。
　本研究では、幼虫の繊維に対する嗜好性を明らか
にするために動物性繊維、植物性繊維、および化繊
に誘引される個体数について調査した。

2.  材料と方法
　実験に供した幼虫は、2009 年から 2012 年に山梨
県上野原市の家屋内で採取した個体を継代飼育した
個体より、3,4 齢虫を主として用いた。齢は脱皮回
数をより確認した。繊維への嗜好性を調べるために

動物性繊維 2 種（ウールモスリン（以下、モスリン
と呼ぶ）・絹）、植物性繊維 2 種（綿・麻）、および
化繊 2 種（レーヨンスフモスリン（以下、レーヨン
と呼ぶ）・ポリエステル）の合計 6 試料 100%未染
色の素材を使用した。
　縦 3.0 cm ×横 1.5 cm にした各試料をプラスチッ
クシャーレ（φ 150 ㎜、高さ 1.5 cm）の端に放射
状に並べ、幼虫 30 個体を中央から放虫した。（図 1）。
放虫 24 時間後、試料上にいる個体（頭部が載って
いる個体も含む）を計数した。
　実験は合計 12 回実施した。試料間での観察され
た個体数の差は多重比較（ボンフェローニ法）によ
り検討した。また、ランダムにシャーレ上を動いた
場合に想定される各試料上にいる期待個体数（それ
ぞれの面積をもとに算出）と比較して、実際に観察
された個体数が有意に多いかどうかはχ2 乗検定に
より検討した。統計解析は StatView 5.0（SAS 社）
を用いた。

3.  結果と考察
　繊維上にみられた個体数は、動物性繊維の 2 種が
もっとも多く、次いで、植物性繊維の 2 種、化繊
の 2 種と続いた。また、動物性繊維の中ではモスリ
ンが絹よりも嗜好性が高く、それ以外のいずれの試
料より有意に多くの個体が集まっていた（棄却基準
p 値 =0.0033、全ての試料に対して p<0.0001）。ま
た、面積比をもとに算出した各試料上の期待個体
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図1.　実験装置。黒い点状にみえるのがヒメマルカツオブシムシの幼虫。

図 2.　各試料別の平均個体数。エラーバーは標準偏差を示す。黒は動物性繊維、チェックは植物性繊維、白は化繊を示す。
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数（0.764 匹）と比して有意な差がみとめられたのも、
平均 12.5 匹であったモスリンのみであった（χ2=7.83, 
p<0.01）。
　本実験の結果から植物性繊維を含めた場合でも、
動物性繊維が最も嗜好性が高く、特にモスリンへ
の嗜好性が強いことが明らかとなった。本実験は
個体数を計測しているが、中村（1978）では喫食
量を測定するために、実験期間は 1 週間以上であっ
たことを報告している。今後は喫食量についても
検討したい。
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